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第 1 章: Magic xpi 入門 

Magic xpi スイートは、企業組織のために最大の統合機能を提供するように設計され

た統合ツールです。 

Magic xpiインテグレーションプラットフォームは、ビジネスプロセスの効率を最大化

することにフォーカスして、多様なアプリケーション、システム、およびデータベー

スの統合を可能にしている、SOA(Service Oriented Architecture)と BPM(Business 

Process Management)機能を提供する EAI(Enterprise Application Integration)ソリュー

ションです。 

Magic xpi のコンセプト 

Magic xpiスイートは、接続性やデータ操作、ビジネスロジック、および監視などのす

べての内容の処理を含む、包括的なビジネス主導の統合フレームワークを提供する、

プロセス指向の複合アプリケーションのツールセットです。 

Magic xpiは簡単に自動化されたビジネスプロセスを設計し、ビジネスプロセスで定義

されたビジネスロジックに従い､フローとして実行させることができます。  

フローを構成するために定義済みのサービスやアダプタ、トリガーが提供されます。

また、提供されたコネクタビルダーを使用することで､提供されているツールセット

に加えて自由に機能を追加することができます。  

Magic xpiは以下のソリューションを提供します: 

 プロジェクトの設計  

 完全な統合機能 (コネクタとアダプタ)  

 ビジネス統合の自動化 (ロジック)  

 データ変換 (コンバータ)  

 実装時のオプション (異なる場所にある Magic xpi サーバに対して)  

 リアルタイムでのトレースと管理機能 (モニタリング)  

 
SOAを実現するツールとしての Magic xpi 

成長する SOA を考慮して統合プロジェクトを実装することは、 新しいことではなく、

その広範囲に及んだ利用内容は常に統合しています。Magic xpiプロジェクトを設計し、

実装する際に考慮する必要のある要素の 1つが、SOAの概念にどのように反映し適合

していくのかということです。これについては以下で説明します。  
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SOAは、インタフェースやインタフェースの実装、およびインタフェースの呼出に関

するトポロジーを構築するソフトウェアアーキテクチャです。従って、SOAは再利用

やカプセル化、インタフェース、最終的にはビジネスの俊敏性を目的としています。

企業の俊敏性という必要性を満たすため、SOAの実行は以下のような中心的な原則を

持っています: 

 既存のテクノロジにもとづいたサービスの利用 

 ビジネスが予測不可能なイベントを迅速に検出し、報告し、対応できるような

イベント駆動型アーキテクチャ 

 プロセスの設計と統合を改善するビジネスプロセス管理(BPM)機能 

 

以下のスキーマは、組織の中での SOAの考え方についての青写真を表しています: 

 

 

SOAの実装は、既存の ITシステム上でサービスと複合アプリケーションの階層を築

くことができます。このシステムは、アプリケーションと DBレベルでエンドユーザ

から切り離され、統合された GUIを使用して必要な時にユーザに提供されます。 
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Magic xpiの根本的な設計思想は、ビジネス関数のカプセル化とサービスとしてのビジ

ネスプロセスの公開に基づいています。Magic xpiの中の SOAサポートは、ビジネス

プロセスのモデリングレベルから、統合フローとコンポーネントまで提供されます。 
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Magic xpi のオープン アーキテクチャー 

Magic xpiサーバは、統合されたビジネス処理環境を背景としたエンジンです。サーバ

は、戦略的なビジネス統合ソリューションの効率的な運用を可能にする非常に信頼の

おける、拡張性のあるプラットフォームを提供します。 

Magic xpiのオープンアーキテクチャは、以下の機能を利用することができます: 

プラットフォーム 

Magic xpiサーバは、Windowsや iSeries/IBM i(旧 Systemi)などのプラットフォーム上

で実行させることができます(注：日本ではWindowsのみ提供)。これによりユーザは

以下の事ができます: 

 Windowsプラットフォーム上でプロジェクトを開発し、異なるプラットフォ

ーム上で変換処理を行うことなく実行させることができます。  

 拡張性とロードバランシングの機能を提供することで、異なるプラットフォー

ム上の異なるサーバ間でプロジェクトを分割させることができます。  

 各プロジェクトにトポロジーやビジネスプロセス、および統合フローを含める

ことで、マルチプロジェクト環境を構築することができます。 

データベース 

Magic xpiは以下のデータベースに接続することができます：Oracle, MSSQL, 

DB2/400, DB2, Pervasive.SQL, その他 ODBCをサポートしているデータベース。 

ユーザ コンポーネントとアダプタ 

包括的なツールセットに加え、ユーザが新しいコンポーネントとアダプタを定義する

ことを可能にする組み込まれたコネクタビルダーを提供することによって、Magic xpi

はその機能を拡張することができます。コネクタビルダーは、Magic xpaを使用したり、

既存の Magicのコードや Javaのクラスを Magic xpiのプロジェクトで利用できるコン

ポーネントとしてラッピングすることで､新しいコンポーネントコードを開発すること

ができます。 

動作環境 

Magic xpiの動作環境は、中心となる環境リポジトリに保存されます。この内容は XML

ファイルで管理されています。外部の XMLツールを使用して更新することもでき、複

数のプロジェクトで共有させることができます。プロジェクト内で使用されたすべて

のコンポーネントとサービスは、同じ環境リポジトリファイルをアクセスします。プ

ロジェクトのライフサイクルの異なる段階で異なるファイルを使用する場合、プロジ

ェクトコードにアクセスすることなく環境設定を変更することができます。 
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Magic xpi プロジェクト構築用ブロック 

以下の表は、各 Magic xpiプロジェクトの主要なブロックの一覧です。各インテグレ

ーション プロセスは、これらの項目全てに関係するわけではありません。 

構築ブロック 説明 

リソース サーバや DBMS、アプリケーション、Webサーバ、およびプ

ロジェクトの IT環境におけるすべてのリソース定義。 

サービス Magic xpiは、フローを外部システムから呼び出すための方法

についての定義を公開しています。サービスには、Webサー

ビス、EJB、HTTP、およびその他が含まれます。 

リポジトリ コンポーネントやサーバ、アプリケーション、および変数を含

むプロジェクト関連のリポジトリ。 

ビジネスプロセス  Magic xpiは、ビジネスプロセスのモデリング機能を提供しま

す。ここにはビジネス関数や活動、ビジネスルールやリーソ

ス、および性能測定が含まれます。 

インテグレーショ

ンフロー 

インテグレーション フローは、ステップとフロー編成と呼ば

れるステップの実行順序を制御するロジックの集まりです。イ

ンテグレーション フローは、Magic xpiサーバによって実行さ

れます。 

コンポーネント 

インスタンス  

コンポーネントインスタンスは、インテグレーション フロー

のシーケンスの手順またはトリガーとして動作します。フロー

コンポーネントは、接続や適応、変換、処理といった機能を持

たせることができます。 

トリガー トリガーは、HTTPまたはWebサービスの呼び出しなどの外

部処理を実行したり、スケジューリングなどのフロー編成のた

めの特定のフローを実行させるために使用されます。 

Magic xpi 

ユーティリティ 

Magic xpiサービスは、スケジューリングやパブリッシュ/サブ

スクライブ、フローの呼出などのフローロジック編成機能を提

供しています。また、フロー データのようなデータを取り扱

うサービスも提供します。 

マッピング 

 

データマッパは、データ操作や変更、変換、および拡張機能を

提供している GUIツールです。 
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第 2 章: Magic xpi プロジェクト ライフサイクル 

Magic xpiプロジェクトのライフサイクルには、以下の行程が含まれています。: 

 分析 

 アーキテクチャ上の考慮事項 

 設計 

 開発 

 テスト 

 実装 

 

最初の 3つの工程はこの章で、残りは次章で説明します。 

プロジェクトの分析 

インテグレーション プロジェクトは、多くの既存のアプリケーションやベンダ、サー

バ、インフラ用リソース等とやりとりします。  

主要な課題には、以下のものがあります。: 

 最も重要な組織間をまたがる処理の定義。 

 既存の IT資産の認識。これは新しい処理の一部となります。 

 必要なサービスとインタフェースの定義。 

プロジェクト分析は、以下の行程によって成り立っています: 

 使用されるリソースの識別 

 サービスの定義 

 プロジェクト フローの定義 

リソースの識別 

リソース設定は、Magic xpiがプロジェクト実行中にアクセスする必要のある外部シス

テムを定義します。 

設定 ダイアログボックスの リソース セクションの目的は次のとおりです。: 

 外部リソースを設定するために 1 つの場所を提供する。 電子メールの設定な

どの外部リソースは、プロジェクト内で異なるエリアで使用することができま

す。それが使用される各インスタンス内で毎回設定を定義することなく、リソ

ースリポジトリ内に一回だけ設定するだけでよくなります。 

 プロジェクトの外でリソースを設定する機能を提供する。 開発者がプロジェ

クトを開発する場合、実運用の環境に実装させるまで、テストを行うための開

発環境を構築します。外部にリソースを設定することができれば、開発環境か

ら運用環境へのよりスムーズな移行が可能になります。これは、プロジェクト

を変更することなく、環境設定のみを行えばいいという有利な点があります。 
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 以前に定義された環境設定を再利用する機能を提供する。 複数のプロジェク

トに対応する場合に、電子メールの設定など継続的に使用されるような様々な

リソースがあります。毎回各プロジェクトのために、これらの設定を再定義す

る代わりに、以前に定義された設定を再利用し、このプロジェクトに関係する

内容のみを変更する方が作業は簡単です。 

Magic xpi は、MSMQ や WebSphere、および JMS に対するメッセージング機能と

Webサービスなどの追加設定がいらないリソースタイプを提供します。これらのあら

かじめ決められたリソースタイプに加え、ユーザは、コネクタビルダーを使用して、

追加のリソースタイプを定義することができます。  

電子メールや MSMQ などの外部リソースにアクセスしているすべてのコンポーネン

トは、適切なリソースタイプにもとづいたリソース定義を含めなければなりません。

コンポーネントは、それらの設定を内部に保存せず、リソースリポジトリ内のリソー

スに保存する必要があります。 

サービスの定義 

設定 ダイアログボックスの サービス セクションには、プロジェクトが外部に公開す

るサービスと、Magic xpiを呼び出すためのインターフェイスが含まれています。  

サービスは、通常 Magic xpi のフロー内のトリガーに対応しています。外部リソース

にもとづいた全てのトリガー定義は、適切なサービスタイプにもとづいたサービス定

義を含まなければなりません。 

リソースと同じように、Magic xpi は EJB や電子メール、および FTP などのあらかじ

め決められたサービスタイプ定義を提供しています。これらのサービスタイプに加え

て、ユーザは、コネクタビルダーを使用して、追加のサービスタイプを定義すること

ができます。 

フローの定義 

ビジネスプロセスは、実行可能なフローに分解する必要があります。各フローは、活

動のサブプロセスまたはグループとして表すことができます。フローは、ステップと

フロー オーケストレーションと呼ばれるステップの実行の順番をコントロールするロ

ジックの集まりから成り立っています。 

フローとは、ビジネスプロセスの物理的で実行可能なレベルのことです。 

1 つ以上のフローが 1 つのビジネスプロセスを表すことができます。  

このフローには、エラー管理やセキュリティの問題を含む各プロセスのビジネスロジ

ックが含まれます。  

次のステップでは、フローを開発する際に考慮すべき主なトピックを紹介します。 

フローの設定 

管理しやすく、柔軟で、ダイナミックなフローの作成を試みることを推奨します。 

例えば、いくつかの直線的でリニアなステップを呼び出す必要がある場合、1 つの長

いプロセスを管理するのではなく、ループを作成することをお勧めします。  
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変数の使用 

Magic xpiでは、フローで使用できる変数を定義できます。 これらの変数は、フロー

ロジックを管理し、あるコンポーネントから別のコンポーネントにデータを移動する

ために使用されます。 また、フロー内のステップを調整する場合にも便利です。  

Magic xpi は以下のタイプの変数をサポートします。:  

 

フロー変数  – フローごとに定義され、フローロジックおよびフローコンポーネント間

のデータ転送の管理を可能にする変数。 各フローは、内部アクティビティに基づいて

個別にフロー変数を定義することができます。 

フロー変数を使用するシナリオは以下の通りです: 

 フローの次ステップでの追加処理のためにデータを格納します。  

 ビジネス上の決定を行う際、変数の値に基づいて、別々のルートを決定する。 

 フロー変数が期待した値でない場合、エラーフローを呼び出します。 

 

コンテキスト/モデル変数 – コンテキスト(スレッド)に関連する変数。 コンテキスト変

数は、新しいコンテキスト(フロー)が開始されたときに作成され、コンテキストが存

続している間は有効です(アクティビティを終了するために複数のフローにまたがって

いても有効です)。  

コンテキスト変数の特別なセットとして、事前に定義されている変数があります。

UserString、 UserCode、 UserBlob、 UserXMLです。これらは、コンポーネント内

で定義されるデフォルトの変数として使用され、同じタイプのどのようなユーザ定義

変数とも変更することができます。ただし、以下の 2つの例外があります。: 

 コンポーネントの XMLインターフェイスは常に UserXMLを使用します。 

 全てのメッセージトリガーはそのメッセージ内容を UserBlob に格納されます。 

 

コンテキスト変数を使用する場合のシナリオは次のとおりです。: 

 宛先の中でフロー呼び出しオプションを使用して、前のフローから呼び出され

たデータマッパを使用してデータを処理します。 

 メインプロセスで受信したデータに基づき、サブプロセスでデータを検証しま

す。 

 

グローバル変数 – これらの変数は、同じプロジェクト内のすべてのフローで利用可能

で、同じメモリアドレスを共有します。１つのフロー内のグローバル変数を変更する

と、他の全てのフローに影響します。  

グローバル変数を使用するシナリオは以下の通りです: 

 プロジェクトの最初に環境変数(論理名)に保存された値でグローバル変数を初

期設定します。性能を向上させるために、プロジェクトで環境変数の代わりに

グローバル変数を使用するようにしてください。 
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ビジネスプロセス変数  – これらの変数は、Magic xpi V3で利用できるようになりまし

た。これらは、同じビジネスプロセスにおけるすべてのフローで利用可能です。1つ

のフロー内のビジネスプロセス変数を変更すると、同じビジネスプロセス内の全ての

フローに影響します。  

 

環境変数  –  これらの変数は、Magic xpiプロジェクト内で外部の IT環境特性を定義

するために使用されます。環境変数によって、異なる実行環境へのプロジェクトの移

行をスムーズに行うことができます。  

環境変数リポジトリに入力された実行値に基づいて、実行時に環境変数の内容を変換

することで、Magic xpiの移植性を高めることができます。環境変数の実行値は実行時

に変換されますが、ほとんどが定数として使用されます。環境変数の明示的な使用は、

動的に動作内容を変更したい場合で、式が使用できない場合のみ行ってください。 

 

参考:   Magic xpi V3から、グローバル変数やモデル/コンテキスト変数、フロー

変数を固定接頭辞を付加して作成します。これは、プロジェクト内で関

連する変数を識別し、配置する処理を支援します。例えば、フロー変数

名：MyVarは、フローまたはコンテキスト変数のどちらであるかを示す

ために F.MyVarまたは、C.MyVarと命名されます。  

 プロジェクトの初期設定段階で、環境変数によってグローバル変数が初

期設定されていることを確認してください。性能向上のために、プロジ

ェクト間で利用できるに環境変数の代わりにグローバル変数を使用して

ください。 

  

アーキテクチャー上の考慮事項 

Magic xpiプロジェクトのアーキテクチャーは、Magic xpiサーバのパフォーマンスに

大きな影響を与えます。アーキテクチャー上の問題として考慮するべき内容は以下の

通りです。:  

 複数の Magic xpiサーバが同じマシン上で実行している場合、1つの Magic xpi

サーバで実行されている並行稼動数を最適な値にしてください。  

 複数の Magic xpiサーバを異なるマシン上で実行させることができます。  

 内部のデータベースは、Magic xpiサーバと同じマシンにまたは別のマシンに

配備することができます。  

 外部のプロジェクトの入出力性能には、以下の項目が含まれます。: 

 ミドルウェアや HTTP、およびWebサービスなどの外部のアプリケ

ーションへの接続性 

 外部のアプリケーション性能と制限によるボトルネック処理 

 通信速度 
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注:  通信チャンネルと同様に、これらのアプリケーションを適切に選択し、調整する

ことで性能を改善することができます。  

 
 

 Magic xpi ロギング設定  

リモートサービス(アクティビティ ログ、ODS、PSS)の使用やルーティングは、全体

の性能を改善する可能性のあるアーキテクチャ上の追加のソリューションです。  

注:  統計情報の収集、アクティビティ ログ出力等内部データベースに出力する情報

を制限することで、Magic xpiサーバのスループットを向上させることができま

す。 

パフォーマンスは負荷および応答時間の定義/制約に大きく依存します。これらの定義

に基づき、以下にあげる対策をとる必要があります。: 

 プロセスをサブプロセスに分割します。 

 可能な限り素早く、効率的に受け取った情報を処理するために疎結合の概念を

採用してください。たとえば、リモートアプリケーションやデータベースを呼

び出すスレッドを持ち続けず、処理を実行する新しいフローを呼び出し、終了

時にメインのフローに戻るようにします。 

 同期処理から非同期処理へ処理モードを切り替えてください。 

 プロジェクトを複数のサーバに分散してください。 

 

参

考:  

同期処理を複数の非同期処理に分割する場合、メイン処理を継続するために、

Wait for completion(処理完了を待つ)サービスを使用することができます。 

 

 

疎結合アーキテクチャー 

プロセスを設計する場合、ユニットを構築し、ユニット間で可能な限り緩やかな接続

を作成するために特別な注意を払ってください。Magic xpiでは、このような疎結合コ

ンセプトを実装するツールとして、以下を提供しています。: 

 マルチプロジェクト モード – この機能により同一のスペースで異なるプロジ

ェクトを実行することが可能になります。各プロジェクトは個別の設定を持ち、

互いに完全に独立して動作します。このマルチプロジェクト機能は Magic xpi

プロジェクト内の各アクティビティを以下のように分離することができま

す。: 

o 各プロジェクトを個別に開始/終了することが可能。  

o (プロジェクトの)開発やテスト、およびアップグレードのプロセスは、

スタンドアロンでの運用として各プロジェクト内で実行させることが

できます。 

o 各プロジェクトは、異なる管理者やビジネスユニットによって個別に

監視することができます。 
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o 各プロジェクトに関連する項目やエラーなど、異なる環境設定を行う

ことができます。 

 フロー呼出し – メインプロセスからサブプロセスを呼び出すことができます。

新しいフローは、Magic xpiエンジン内で新しいスレッドを消費します。同じ

コードまたはプロセスを書き換える必要性を排除することで、フローはプロジ

ェクト内のいろいろな場所から呼び出すことができます。 

 パブリッシュ&サブスクライブ – トピックがパブリッシュされると、このトピ

ックをサブスクライブする全てのプロセスは、直ちに起動されます。例えば、

注文がパブリッシュされた場合、在庫システムはその製品の入手可能性を更新

することができ、CRMシステムは顧客データを更新することができて、財務

システムは顧客カードを更新することができます。3つのシステムの間には、

接続に関する定義は必要ありません。新システムが導入されると、同様に関連

情報にサブスクライブさせることができます。 

ライセンスに関する考慮事項 

フローの並行実行と Magic xpi のライセンス  

以下のような場合にフローは並行実行されます:  

 非同期でフローが呼び出された場合  

 パラレルまたはスタンドアロン分岐を使用した場合  

 トリガーを使用して、外部からフローを呼出す場合  

 

並行実行する各フローは、Magic xpi サーバのスレッドが必要とします。従って、

Magic xpiの同時並行スレッドのライセンスを必要とします。  

並行実行するフローを呼び出すリクエストの数は、入手可能な Magic xpi サーバの並

行スレッドライセンスの数によって制限されます。  

ライセンスの上限に達した場合、フロー起動リクエストはキューの中で待ちます。

Magic xpi サーバが有効なライセンスを持っている場合、リクエストは処理されます。  

注:  システムを運用する上で十分なスレッドを使用しない場合、フローの呼び出しで

遅延が発生する場合があります。これは Magic xpi サーバの全体的なスループッ

トに影響します。 

 

予約済みライセンススレッド 

マルチプロジェクト モードで実行する場合、適切にプロジェクトを実行するために、

特定のスレッド数を確保する必要がある場合があります。定義は、設定 ダイアログボ

ックスのプロジェクト環境 セクションの 一般設定 のプロジェクトの予約済みライセ

ンススレッド(Reserved License Threads)エントリで行う必要があります。あるいは

プロジェクトの ifs.ini ファイルに直接以下のように指定します。: 

[MAGICXPI_GS]ReservedLicenseThreads = <必要な予約済みスレッド数> 
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注:  このフラグが 0（デフォルト値）に設定されている場合、プロジェクトはライセ

ンスを予約せず、ライセンスプールで使用可能なライセンスを使用します。 

ライセンスメカニズム 

Magic xpi はフローティング・ライセンス・メカニズムを採用しており、オプション

としてプロジェクトのスレッド数を確保する機能を提供しています。 

マルチ プロジェクト環境でサーバ間のライセンスを共有することによりライセンスの

最適利用 

をすることができます。したがって、特定のプロジェクトがアイドル状態のとき、他

のプロジェクトはライセンスを利用できます。 

注:  ライセンスはホスト単位で固定されるので、ネットワーク上に(ライセンスの

HOSTIDフラグと一致する)プロジェクトを実行するサーバがなければなりませ

ん。ホスト ID生成に関する更なる情報は license's zip 内の

Magic_License_Activation_Procedure.pdf を参照してください。 

処理モード 

インテグレーションプロジェクト内の各ステップとサブプロセスは、いくつかの処理

モードの 1 つとして処理されます。処理モードの定義は、(利用可能なスレッド数を含

めた)リソースの入手可能性と同様にデータの潜在的な考慮事項と密接に関連していま

す。 

リニア(同期モード) 

リニアのステップは、フロー内で定義された順番とレベルに依存し、順番に実行され

ます。1つのリニアなステップだけが各レベルで実行することができます。リニアな

ステップは、同じレベルで定義された他のパラレルステップ(あるいはステップ)が完

了するまで待つことになります。 

パラレル(非同期モード) 

パラレルのステップは、同じレベルに定義された他のステップと同時に実行させるこ

とができます。フロー変数やエラー管理などの内部の定義は、親のステップから割り

当てられます。Wait for completion(処理完了を待つ) オプションは、必要に応じて、

プロセスを分割し、再グループ化する能力があります。 

スタンドアロン 

スタンドアローン処理モードを持つコンポーネントは、(並行処理のステップと同じ方

法で)フロー内の別のステップと同時に実行することができます。しかし、これはフロ

ーと無関係に実行されます。この処理が実行されると、Wait for completion(処理完

了を待つ) オプションは無効になります。 
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次ステップの評価ロジック 

同じレベルのサブステップが複数ある場合、Magic xpi は以下のようにして次に実行

させるステップを決めます。: 

1. 最初に、パラレルまたはスタンドアロンのステップが存在している場合、これら

すべてのステップはステップ条件に基づいて並行に実行されます。  

2. 次に、条件付きのリニアステップの条件が評価され、左から右の順で実行されま

す。  

 「True」と評価された条件を持つ最初のリニアなステップが実行されます。  

 条件を持つリニアなステップが存在していないか、全てのリニアなステップの

条件値が「False」の場合、条件が定義されていない一番左のリニアなステッ

プが実行されます。  

 上記のステップが見つからない場合、リニアなパスは終了します。 

コードの再利用性 

SOAプロジェクトの重要な課題の 1つは、既存のコードを再利用することです。既存

のコードを再利用するほど、インテグレーション プロジェクトを作成するために必要

な投資が減り、プロジェクトのリスクも減少します。 

複数のモジュールで共有される特定のタスクを実装するフローが独立しており、プロ

ジェクトの複数の場所から呼び出されるように、プロジェクトを設計することをお勧

めします。 これには、エラー処理、データキャプチャ、クリーンアップフローなどが

含まれます。  

さらに、既存のコードをWebサービス、または COMや HTTPなどの他のインターフ

ェイスとして公開することもできます。 

長期間トランザクションの管理 

インテグレーション プロジェクトでは、しばしばプロセスの変更が数日、数週間また

は数ヶ月に及ぶ可能性のある長いトランザクション管理が必要であり、複数のセッシ

ョンが必要になることがあります。 ほとんどの場合、長いトランザクション管理は人

間とのやりとりに密接に関連しています。 

Magic xpiからタスクを送信し、回答があったときに Magic xpiフローをトリガーする

共通フローメカニズムを使用して、単純な長いトランザクションを管理できます。 

より複雑な状況では、少なくとも以下の内容を定義する必要があるテーブル(XMLま

たはデータベーステーブル)を設計することができます。: 

 プロセスのユニークな ID 

 重要なステップ 

 各重要なステップに対するステータス定義 

プロセスのオーケストレーションはこのステータス定義に基づき Magic xpiにより実

行されます。  
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マン・マジンに基づく相互作用 

インテグレーション プロジェクトの中には、人間とマシンの間の相互作用を混在させ

る必要があるものがあります。マシンにもとづいた相互作用は、各システムに対応す

る時間間隔やエラー管理、冗長性などの定義の集まりを含めて、Magic xpiサーバによ

って完全に管理することができます。人間にもとづいた相互作用は、より柔軟で、管

理しにくいタスクになります。 

Magic xpiは、長時間トランザクションの処理を実装する方法を使用することで、人に

もとづいた相互作用を取り入れ、統合することができます。 

人にもとづいた相互作用の管理の別の部分は、Magic xpiの中から情報を取得し、ユー

ザ用の画面に表示させることで対応しています。Magic xpiは、いくつかの作業モード

をサポートしています。: 

 電子メールにもとづいた人的相互作用の管理：電子メール用のモードには、タ

スクを受け付けたり、拒否したり、Magic xpiフローに自動的に応答を渡した

りするためのプッシュボタンを含めることができます。 

 同じタスクを扱うことができる何人かのユーザを持った処理は、人的相互作用

が、ユーザグループをまたがって作業量を均一化することにフォーカスを置く

ことになる場所で、特定の人的ワークフローに対するソリューションを必要と

します。Magic xpiは、洗練されたフォームを作成したり、パラメータ設定に

もとづいたどのような時点での仕事量でも管理する能力を含んだワークフロー

のソリューション(W4：※日本ではW4はサポートされていません)を提供しま

す。  

キー プロセス インディケータ (KPI) 

プロジェクトを設計する場合、常にビジネス上の必要性と成功要因を留意しておく必

要があります。これらは KPIとして、プロセスとフローの設計で実装する必要があり

ます。Magic xpiは、プロジェクトのどのようなポイントに対してもビジネス活動メッ

セージ(BAM)を定義することができます。BAMメッセージの定義は簡単ですが、高い

柔軟性があります。実行中のプロジェクトからデータを監視スクリーンに含めること

が可能になります。 

KPIを定義することで、実行中のプロジェクトを完全にコントロールすることができ

ます。 
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セキュリティの問題 

プロセスが明確になり可視化されると、以下のようなセキュリティ上の考慮が必要に

なります。: 

 リソースへのアクセス –  FTPサイトやサーバ、アプリケーション サーバ、

DBMSなど 

 Webサービス  セキュリティに対するサポート 

 データ変換の暗号化の必要性 – ファイル(XML)やデータベースに対して 

 ユーザ認証の必要性 – 内部機構を使用して LDAPサーバから行う 

ビジネスプロセスの描画に戻り、関連する場所の全てのセキュリティ問題をマークし、

強調されていることを確認してください。 

データの暗号化/復号化が必要であれば、これらのステップに関連するプロセスまたは

サブプロセスに追加する必要があります。 

参

考:  

データの暗号化/復号化などのタスクを処理するサブルーチンを作成しておくこ

とを推奨します。 

 

エラーの管理 

エラー動作の定義は、統合プロジェクト内で重要な定義です。より多くのエラー状況

を認識し、処理するための自動ルーチンを定義することで、プロジェクトはより頑強

で、生産性の高いものになります。 

次にビジネスプロセスに戻り、潜在的なエラー状況を考慮する必要があります。例え

ば、最初のステップがポータルから XMLファイルを受け取っている場合は、潜在的

なエラーには、以下の内容が含まれることになります。: 

 ファイル内の未確認のデータ 

 XMLファイルが、定義されたスキーマと合っていない 

 XMLファイルが、デフォルトのデータ設定を含んでいない 

 必須データが入力されていない 

各エラー状況は、2つのフェーズの定義を通して行う必要があります。: 

 エラー検出 – エラー状況が宣言されるビジネスルールの定義 

 エラー処理 – エラーが発生した場合の対処方法 

Magic xpiのエラー管理メカニズムには、以下の内容がを含まれます。: 

 エラー変数 

 ステップ or フローのエラー動作 

 エラーおよび例外処理フロー 
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 アボート フロー サービス – このサービスによって、フローの再起動が発生し

たり、定義されたエラーコードに基づいてエラーポリシーが実施されます。 

Magic xpiヘルプ内の Magic xpi技術情報にある Magic xpiのエラー処理 には、エラー

管理メカニズムについての詳細情報があります。 

パフォーマンスのガイドライン 

メモリ使用量  

Magic xpiサーバは、内部利用のために、プロジェクトとは別に初期メモリを必要とし

ます。プロジェクトの読み込みや実行には、さらにメモリが必要です。必要なメモリ

量は、以下の内容に依存します。:  

 フロー および ステップ数  

 処理されたデータ(メッセージ データ)のサイズ  

 同時実行フロー数  

 データ マッパー ステップの性質(タイプとマッピングの量)  

Magic xpiサーバがプロジェクトを実行する場合、物理メモリを効率的に管理するため

に、OSがスワップ機能を使用します。  

注:  システムの物理メモリが不十分な場合は、OSは非効率的にメモリページの交換

を行います。サーバ用のホストマシン上で実行されるプロセスの処理が遅くなる

ため、スループットが低下します。 

マルチ CPU 

Magic xpiサーバは、マルチ CPUのマシン上で実行させることができます。マルチ

CPU構成ではオペレーティングシステムはマシン上で実行されるプロセスに CPUリ

ソースの割り当てを行います。  

Magic xpiサーバのプロセスは、OSの CPU割り当てに干渉しません。他の実行プロ

セスもまた CPUリソースをを使用します。これによって全体の CPU割り当てに影響

されます。  

Magic xpiサーバを表すプロセスがマルチスレッドのため、異なる CPUが Magic xpi

サーバプロセスの異なるスレッドを実行することになるかもしれません。これは

Magic xpiではなく、OSによってコントロールされ、OSとは独立しています。Magic 

xpiは指定されたマシン上で実行する CPUの数に制限をかけません。  

ライセンスファイル内の同時リクエスト数は、異なるスレッドを実行する CPUに対

して、同時リクエスト数を制限しています。  

http://devnet.magicsoftware.com/en/library?book=en/Magicxpi/&page=Error_Handling_in_iBOLT.htm
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Magic xpiサーバは、他のアプリケーションやデータベースを実行しているサーバ上で

実行させる場合もあります。このため、Magic xpiプロジェクトの全体の性能が、より

多くの CPUを使用(追加)することで改善される場合があります。  

注:   Magic xpiサーバは、I/Oに制限があります。従って、CPUを追加して

もプロジェクトの性能が改善されない場合があります。  

 プロセスにおけるボトルネックを捜すことで、プロジェクトの I/O性能

を強化することを推奨します。 

オペレーティングシステムのセットアップ 

サーバの全体的なパフォーマンスを向上させるために、次のオペレーティングシステ

ムのリソースをチューニングすることができます。:  

 CPUの割り当てとプロセスの優先度  

 メモリの割り当て  

 ファイル ハンドル 

 TCP/IP通信  

 I/Oリソースの割り当て  

注:  マシンのチューンアップを行わない場合、マシンのハードウェアとオペレーティ

ングシステムの使用が非効率的になり、マシン全体のパフォーマンスに悪影響を

与ることがあります。 

 

プロジェクトの設計 

前に述べたように、実装フェーズの前に、プロジェクトの低レベル設計をすることが

不可欠です。 

詳細なプロセス定義には、以下の主となる部品を含みます。: 

 トリガー定義 

 実行フロー 

トリガー 

このセクションには、ビジネスロジックやフローを実行させるアクティビティやイベ

ントが含まれています。フローは、1つまたは複数のアクティビティまたはイベント

によって起動され、関連するエントリ情報を提供する必要があります 
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トリガーは定義には次のものがあります。: 

 トリガータイプ (1つまたは複数のトリガでプロセスを呼び出すことができま

す): 

o HTTP 

o Webサービス 

o 新しいファイル(ディレクトリ, FTP) 

o 新しいイベント(Java, EJB, COM, etc.) 

o スケジューラ 

o Email 

o 新しいメッセージ(メッセージ キュー) 

 主データ フロー – 入力データを処理するために実行させる必要があるロジッ

クとビジネスルールの定義 

 データのフォーマット 

 頻度 

 セキュリティと認証 

処理フロー 

ビジネスプロセスは、それぞれサブプロセスまたはアクティビティのグループを表す

フローに分解されるはずです。 フローには、Magic xpiコンポーネントを使用して設

定された 1つまたは複数のステップが含まれます。  

フローの呼び出しは、以下を使用して実行できます。: 

 Magic xpiトリガー ：HTTP、Webサービス、ディレクトリスキャナ等 

 フロー起動ユーティリティ – 親フローから子フローを呼び出す 

 自動起動 – サーバが起動された時に自動的に開始されるフロー 

 指定された時間、または一定の時間が経過後に開始されるようにスケジュール

されたフロー 

 PSSメカニズム 

フローの基本的な定義には、以下を含める必要があります。: 

 トリガー定義 

 ステップ定義 

 データフロー定義: 

o ステップの一部として、データフォーマットの関連する変換を含むデ

ータフォーマット 

o データ タイプ 

o データ ロジック 
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 ロジックのアクティブ化 – 既存 or 新規(情報の処理 or 既存手続の再利用) 

 変数定義 – データ処理を可能にするための関連した変数のリスト 

 処理モード(スタンドアロン, 同期, 非同期) 

 エラー動作の定義 

 リカバリー定義(セーブポイント) 

フロー ステータス 

Magic xpiプロジェクト内のフローを個々に無効／有効／非アクティブに切り替えるこ

とができます。: 

 アクティブ / 非アクティブ – フローを非アクティブとしてマークすることに

よって、チェッカーのパフォーマンスを高めることができます。フローはチェ

ッカープロセスや実行プロセスから除外されます。 

 有効 / 無効 – フローを無効にすると、プロジェクト実装時にフローは実行さ

れません。 
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第 3 章: Magic xpi プロジェクトの開発 

This chapter discusses main considerations when developing a new project, giving you 
best practices to fulfill your task efficiently and successfully. 

データ管理の問題 

この章では、新しいプロジェクトを開発する際の主要な考慮事項を説明し、タスクを

効率的に成功裏に完成させるための最善の方法を提案します。:  

 別のアプリケーションやメッセージング キューなどの次の宛先に転送される

データ  

 別のフォーマットに変換されるデータ  

 1つ以上のテーブルと DBMSに保存されるデータ  

 他のアクティビティのための条件として使用されるデータ  

Magic xpiは、データ管理を行う以下のようなメソッドを提供しています。: 

 フローデータ ユーティリティ  

 データマッパー  

 フロー オーケストレーション メカニズム  

 フロー起動ユーティリティ – 起動されるフローの変数に値を受け渡します 

データマッピングのルール 

以下のセクションでは、Magic xpiのデータマッパによって実行されるマッピングルー

ルについて説明しています。 

自動的な複合マッピング 

単一要素が親の複合マッピングを行わずにマッピングされた場合は､常に Magic xpiは

ソースの最初の親と Max occurrences>1 が定義された宛先要素の組合せに接続しま

す。 

f と x がマッピングされると、Magic xpiは、複合 Cと複合 Yを自動的にマッピングし

ます。  

Magic xpiは、C のすべてのインスタンスのために Yのインスタンスを作成します。  

Cの Max occurrencesの値が 1の場合、Magic xpiのデータマッパは、自動的に、1

より大きい Max occurrence を持つ親の 1つにマップされます。すなわち Bまたは A

は、Yにマッピングされます。 
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クロス マッピング 

クロスマッピング定義は、ソースの要素のマッピングが複合マッピングと交差してい

る時に行われます。 

 

i. アップクロス(Up crossing) :このシナリオでは、w にマッピングされている e

は、(Cと Zがマッピングされている状態に追加して) 動的に Cと Yをマップ

します。 

 

 

ii. ダウンクロス(Down crossing) : このマッピングでは、yは Cのすべてのイン

スタンスのために c の値を取得します。B が複合的に発生した複合要素の場合、

すべての Bのために、Bの配下のすべての yインスタンスにマッピングされ

た 1つの cの値を持ちます。次の Bのために、新しい Bなどの配下ですべて

の yインスタンスにマッピングされた c の新しい値を持ちます。 
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フラットな送り元から階層的な送り先へ 

次のマッピングは、Cの単一のインスタンスである場合にのみ有効です。これは、e

のどのインスタンスが xのどのインスタンスにマップされるべきかを知ることができ

ないためです。 C が複数発生している場合は、ソースフィルタを適用するか、または

Cのソース複製を作成して、単一オカレンスにする必要があります。 

 
 
 

階層的な送り元から階層的な送り先へ 

以下の状況は、C のインスタンスが x のどのインスタンスにマップされるべきかを知

ることができないため、Cが単一のインスタンスである場合にのみ可能です。 Cが複

数発生している場合は、ソースフィルタを適用するか、または C のソース複製を作成

して、単一オカレンスにする必要があります。 
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階層的な送り元からフラットは送り先へ 

このシナリオは、階層構造から関連するものまで、1対多の関係をブレイクダウンし

た内容で表しています。Yと Z は、それに応じて Bと Cの要素を得るフラットな構造

です。各 Bインスタンスは、Yにマッピングされるため、この Bの子となるすべての

Cインスタンスは、合成要素 Z を追加します。このシナリオは、cまたは d と、yま

たは z のマッピングを可能にします。条件が、Cをフィルタにかけるための条件が使

用されない場合、合成要素 Z は、B x C 回分 Cで満たされます。  

 

 
 
 

フラットな送り先から階層的な送り先へ 

このシナリオでは、Bと Cは兄弟関係で、階層構造でマッピングされています。Bの

各インスタンスに対して、Yの 1つのインスタンスを持ち、Cのインスタンスの全て

が Z にマッピングされています。ユーザは、ソースが必要な親に応じて分類されてい

るかを確認する必要があります。 
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データ管理の最善の方法 

データマッパは非常に強力なツールですが、時間とメモリのオーバヘッドを持ってい

ます。マッピング機能が必要な時だけ、データマッパを使用するようにしてください。

例えば以下のように対応してください。: 

 変数を更新する場合は、データマッパの代わりにフローデータを使用します。 

 多くのレコードを処理する必要がある時だけ、データマッパの Call Flowオプショ

ンを使用してください。1つのレコードだけを処理する場合は、フロー起動ユーテ

ィリティ(Invoke Flow)を使用してください。 

 一時的にデータを格納する必要がある場合、変数に保存されたフラットファイル

を使用することは、ODSを使用することより効率的です。ODSはデータベースに

保存されたテーブルであり、メモリ内のフラットファイルよりメモリを消費しま

す。しかし、ODS は永続的で、障害が発生した場合に復旧させることができます。 

独自コンポーネントの開発 

Magic xpiを使用した場合、Magic xpiによって提供されない必要な機能を実行するた

めに、独自のコードを追加する必要があるかもしれません。 

Magic xpi スタジオのコネクタビルダーは、この機能を提供します。 

ユーザ定義コンポーネントは、Magic xpaまたは Javaを使用して作成することができ

ます。ここでは、Magic xpaを使用して、ユーザ定義コンポーネントの作成方法につ

いて説明しています。  

コネクタビルダー 

Magic xpiは、ユーザがユーザ定義コンポーネントを作成したり修正することができる

コネクタビルダーを提供しています。 

Magic xpiによって提供された様々なコンポーネントと同様に、ユーザ定義コンポーネ

ントは、独自のパラメータを持ち、フロー内にステップやトリガーとして使用できる

ユーザ定義メソッドとして公開することができます。  

これらのメソッドは、メソッドと XMLインタフェース内で公開されます。 

詳細は Magic xpi Help テクニカルノートのコンポーネント SDK を参照してください。 

http://ftp.magicsoftware.com/www/help/ibolt3/mergedProjects/How_To/Component_SDK.htm


 
 

   29 

Magic xpi のリカバリー ポリシーの利用 

Magic xpiのリカバリー システムは、システムクラッシュやフローのタイムアウトの

ために消失したデータを回復させます。各フローに対して、プロジェクト開発中にリ

カバリー ポリシーを定義することができます。リカバリーポリシーは、フロー特性ダ

イアログボックスで定義します。 

チェッカーとクロスリファレンス 

チェッカーは､実行用パッケージを作成する際に自動的に実行されます。この段階で、

プロジェクト上の総チェックを行うことができるため、メモリ内にすべてのフローが

読み込まれます。 

クロスリファレンス機能は、変数やフローなどの Magic xpiオブジェクトに対する参

照関係を検索します。 

これらのユーティリティは非アクティブ フローには実行されません。 
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第 4 章: プロジェクトのテスト 

デバッグ 

Magic xpiデバッガは、開発中の統合プロジェクトをテストしたり、リモート環境で稼

働しているサーバをデバッグすることができる Magic xpiスタジオの一部です。デバ

ッガは、プロジェクトサーバを起動したり、すでに実行しているプロジェクトサーバ

に接続します。デバッガは、プロジェクトの実行方法をコントロールしたり、実行フ

ローの手順や変数、およびブレイクポイントを参照することができます。 

デバッガを起動すると、プロジェクトがデバッグモードで自動的に作成されます。こ

のプロセスには、すべてのアクティブなフロー上でチェッカーを実行させる処理も含

まれています。開発中にプロジェクトのデバッグを支援するために、致命的エラーを

含むフローがあっても、デバッガは実行可能なファイルを作成します。エラーを含ん

だフローは、実行しないものとしてマークされ、デバッグセッション中は無効になり

ます。 

デバッガーのステータス 

デバッガには 2つのステータスがあります。: 

 停止 – サーバが、コマンドを実行し終わると、停止モードになります。これは、

コマンドが実行しておらず待ち状態であることを意味しています。これは初期状

態です。 

 実行中 – デバッガは、現在 1つ以上のフローを動かしています。 

プロジェクト実行の制御 

デバッグセッション中は、以下の方法でプロジェクトの実行をコントロールする事が

できます。: 

 ブレイクポイント設定 

ブレイクポイントは、有効なデバッグツールです。これは、コンテキストビュー

とアクティビティログを確認するために、指定されたステップ上でフローの実行

を停止させます。 

 

ブレイクポイントに達すると、次のステップを実行する前に、スレッドや分岐な

どの実行されたコンテキストが全て停止します。ユーザがステップまたは継続を

選択するまで、デバッガはその状態を維持します。ブレイクポイントは、変数や

環境変数などに基づいたブレイクポイントを設定する条件設定も可能です。条件

式は、プロジェクト内で使用される式と同じように定義します。ただし、この式

は、プロジェクトソース外に保存されるため、クロスリファレンスやテキスト検

索、およびチェッカーの対象にはなりません。 

 

 ステップ、フロー、ビジネスプロセスの一時停止  

デバッグする際、問題をより正確に特定するために、特定の要素で中断したい場

合があります。 

一時停止されたステップは無視され、ステップが実行されたかのように、デバッ

ガは次のステップに進みます。 
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一時停止されたフローは実行されず、そのモードから解除されるまで「停止」と

みなされます。 

同様の方法は、フロー又は分岐を一時停止する際にも使用することができます。 

  

デバッガによって作成されたプロジェクト(.ibp)ファイルは、デバッガや全ビルドオプ

ションによって作成された既存の.ibpファイルを上書きします。もし特定のフローを

デバッグしたい場合は、フローデバッグオプションの使用を推奨します。このオプシ

ョンは、ナビゲーションペインの中のフローのコンテキストメニューからアクセスす

ることができます。また、フローを非アクティブとし、デバッグしないように設定す

ることもできます。 

 

注:  (フローで右クリックして、デバッグを選択することで)一つのフローをデバ

ッグするとき、まるでフローに自動起動が設定されているように、フロー

の最初の実行内容が処理されます。このフローにトリガーが含まれている

場合、フローは二回実行されます。最初の実行はトリガーが含まれない自

動起動によって起動されます。そして、2番目の実行はトリガー自体によ

って行われます。 

 デバッグセッション後にサーバモードでプロジェクトを実行するには、全

ビルドオプションを使用して、プロジェクトを再構築する必要がありま

す。デバッガプロセスの一部として作成されたプロジェクトは、サーバモ

ード内では実行されません。サーバは、プロジェクトを終了させ、メッセ

ージを ifs.logファイルに書き込みます。 

ロギング 

エラー ロギング 

実行中に発生したエラーに関する情報は、いくつかのログファイルに記録されます。

Magic xpiフォルダ内には、以下のファイルを含む logs フォルダがあります。: 

o studio_error.log 
o monitor_error.log 

o <プロジェクト名>_error.log 

o ifs.log 

logs フォルダ内には、プロジェクト内で Javaに接続する際に発生したエラーを含む

Javaフォルダもあります。 

Mapper.log と呼ばれるログファイルも作成されます。マッピングの送り元または送

り先のどちらかがデータベースの場合に、Mapper.logファイルは有益です。この場

合、Mapper.log ファイルには、データベースに送られた SQLステートメントとステ

ートメントの結果として受け取られたエラーの全てが含まれます。 

Magic xpiスタジオは、ユーザ定義のメッセージをモニタウィンドウに送ることができ

る機能や、コンポーネントの構成プロパティ内のロギングオプション等のようなロギ

ング機能を持っています。 
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コンポーネント ロギング 

Magic xpi V3以降では、すべてのコンポーネントの構成でロギングオプションの定義

を行うことができます。ロギングのスコープとして、ロギングが何時実行されたか、

ステップの実行に関連しているのかを以下のように指定します: ロギングしない , 実行

前 , 実行後 , 両方。記録されたメッセージの一部として、テキストメッセージやファ

イルを添付することができます  

 

メソッドを呼び出すことでロギングを設定することもできます。この場合、ロギング

メッセージは各メソッドの実行後にモニタに送られます。 

Magic xpiモニタから、ロギングを無効にしたり、有効にしたり、コンポーネントのロ

ギングを有効にしたり、無効にしたりすることが可能です。 

 

セーブメッセージ 

このコンポーネントを使用すると、モニタ画面にプロジェクトベースのメッセージを

表示することができ、プロジェクトの管理が簡単になります。 

BAM メッセージ 

このコンポーネントを使用すると、ビジネスプロセスを追跡することができます。例

えば、プロジェクトが並行実行しているプロセスが多少あり、各プロセスのステータ

スを追跡する必要がある場合、BAM メッセージコンポーネントを重要な場所に追加し、

BAMキーに（受注番号や分岐番号のような）ユニーク IDを与えることができます。 

モニタ画面は、ユニーク IDに基づいて、メッセージをグループ化し、各プロセスの

詳細を表示させることができます。 
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第 5 章: Magic xpi プロジェクトの実装 

実行時の管理 

実行管理は、2つの主要な層で構築することができます。: 

 テクニカルモニタリング – 管理者は、エラーメッセージを含めた実行環境を表示

参照することができます。 

モニタ画面からプロジェクトのフローを追跡することを保証する各関連ポイント

でユーザ定義メッセージを追加することを考慮する必要があります。ファイルの

添付機能を使用することで、どのようなステップ(障害ポイント)に関係するデー

タファイルを含めることができます。開発者が障害ポイントと破損データファイ

ルの両方に関するすべての関連情報を持つことができます。 

 ビジネスモニタリング – どのようなビジネスステップでも BAM メッセージを定

義するで、プロセスフェーズを完全に追跡することができます。複数の位置やア

プリケーションに関連するプロセスを管理している場合、カテゴリーオプション

を使用することで、コンテキストメニューに表示されるメッセージによって確認

することができます。 

 

参

考:  

モニタデータベーステーブルで使用できるグラフィカルな報告ツールを使用す

ることで、より多彩な監視機能を利用することができます。 
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第 6 章: Magic xpi プロジェクトの保守  

アクティビティ ログ テーブル 

Magicモニタには、実行プロジェクトのオンラインのビューがあります。Magicモニ

タは、全てのレコードを格納する IFS_ACTLOG と呼ばれるテーブルに基づいていま

す。 

統合プロジェクトは、1日中多くのプロセスを管理するため、モニタテーブルが非常

に大きくなります。一方で、エラーポイントや性能問題などを分析しようとする時に、

モニタ情報が極めて役立ちます。従って、モニタテーブルの管理手続を検討する必要

があります。 

管理手続は、以下の項目にもとづきます。: 

 モニタテーブルの手動消去  

 事前に定義された時間帯にモニタテーブルを消去する自動タスクを実行させま

す。例：先週のメッセージを消去する。スケジューラによって動作し、関連す

るWHERE句を使用してこのテーブルから削除する専門のフローを使用する

ことで、簡単にこのタスクを実装することができます。 

ifs.ini ファイル内の以下のフラグを使用することで、データベースに集められるデー

タ量を減らすことができます。:  

[MAGIC_IBOLT]DisableActivityLog = N 

このフラグの値が Yに設定されると、アクティビティログが無効になります。どのア

クティビティログのデータもデータベースに書き込まれず、どのメッセージもモニタ

に表示されません。 

[MAGIC_IBOLT]MonitorLogLevel =* All 

このフラグの値は、以下のどれかになります。カンマ区切りで複数設定することがで

きます。: 

 User – ユーザ定義のメッセージだけを記録し表示します。 

 Error – エラーを表示し、エラーコンポーネントを呼び出します。 

 Exec – サーバの起動やフローの実行開始などの実行関連のメッセージを表示しま

す。このスイッチには､エラーとユーザメッセージが含まれています。 

 Service – ODSやロック、および PSSなどのサービス関連のメッセージを表示

します。 

 All – 全てのメッセージを表示します。(フラグが存在していない場合、デフォル

トになります。)  

 None –メッセージを表示しません。 
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注: このフラグに複数の値が定義する場合、(上記のように)= の後にアスタリスク(*)を

入力してください。 

 [MAGIC_IBOLT]MonitorMode = Activity 

このフラグは、以下の 3つのオプションから 1つを設定してください。: 

 Activity – モニタはアクティビティログを表示しますが､統計表示を行いません。 

 Statistic – モニタは統計を表示しますが、アクティビティログは表示されません。 

 Both – モニタは、統計とアクティビティログの両方を表示します。 

 
[MAGIC_IBOLT]ActivityLogSynchronizationMode = Async 

このフラグは、アクティビティログの処理方法を指定します。:: 

 Asynch (デフォルト): 1つのスレッドで全てのアクティビティを記録します。こ

のオプションを選択した場合、Magic xpiサーバはシングルスレッドでアクティビ

ティの書込みバッチ処理を行います。この設定では、システムのスピードと性能

を向上させます。 

 Synch: 各スレッドが個別にアクティビティを記録します。このオプションを選

択した場合、Magic xpiサーバは、処理を実行した同じスレッドでリアルタイムに

アクティビティを記録します。また、多くのアクティビティとプロジェクトの負

荷を分散させることができます。 

 

注:  さらに、 ifs_mytp と呼ばれる DB テーブルはすべてのアクティビティ ログ メッ

セージを格納します。このテーブルには、Suspendと呼ばれるカラムがありま

す。特定のメッセージタイプに対してこのカラムの値が 1 の場合、このタイプの

メッセージはアクティビティログに保存されません。 
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付録 A – 開発手法に関する用語 

次の主要な用語は、Magic xpiの開発手法の説明の中で使用されています。:  

用語 説明 

プロセス Magic xpiインテグレーション プラットフォーム内で実装され

るビジネス シナリオ。 

フロー 実行可能なステップ内へのプロセスの実装。1つのフローが複

数のプロセスと関連していたり、1つのビジネスプロセスが複

数のフローを使用していると解釈したりするように、1つのフ

ローが 1つのプロセスと関係する場所では、フローとプロセス

の関係はフレキシブルです。 

コンポーネント Magic xpiは独自のまたはユーザ定義の機能の集まりを含んでい

ます。これは、ウィザードベースの GUIで業界標準にもとづい

た統合プロセスを作成するための必要な機能が含まれていま

す。 

ユーティリティ プロジェクト設計者にプロジェクトのコントロールを強化し、

BAMメッセージ、Data Mapperユーティリティ、Flow 

Manager、Lockingユーティリティ、Post Eventユーティリテ

ィなど、プロジェクトのモデリング中に特定の動作を指定する

ためのビルディングブロック。 

リソース サーバや DBMS、アプリケーション、Webサーバ、等 IT環境

におけるすべてリソースの定義。 

サービス 外部に公開する機能を定義します。フローが外部システムから

どのように呼び出されるかを設定することができます。サービ

スにはWebサービスや EJB、HTTP等が含まれます。 

ステップ ステップは、フロー内での Magic xpiフロー サービスやコンポ

ーネントのインスタンスです。すべてのフローは、フローロジ

ックを実装する 1つ以上のステップで構成されています。 

コンテキスト フローとそれによって呼び出される全てのリニアなフローの共

用メモリ環境。コンテキストは、フローが開始される際に、初

期設定が行われ、初期フローが終了するまでフローとすべての

リニアの子孫で利用可能な共有コンテキスト変数が含まれま

す。 
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